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論文内容の要旨
緒言























核球を分離し， K562細胞を targetcelとして， E:T
比50:1で51Cr放出法により測定した。測定は良性疾
患，癌患者ともに術前，術後 1日目 1週目 2週目，
4週目 2カ月目， 3カ月目に行い，特に癌患者7例
については，手術前，麻酔開始後30分，手術開始2時





status Grade 2以上(P < 0.01)， PP D皮肉反応が陰
性ないし疑陽性例 (P<0.02)， H factor陽性例 (P
<0.05)で有意に低下し， stageの進行したもの，すな









3) stage 1や術前に Performance statusが
Grade 0と良好であった症例では術後のNK活性の
低下は軽度で，術後2週間ほどで術前のレベルに回復







血清アルブミン値が3.5g/dl以下 (P<O.01)， PP 















































を行い，平成 2年 6月主論文 Changes in Natural 



















Performance status ( P S ) ，血清アルブミン値および
腫虜マーカーAFP，CEAと対比して検討した。 N
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